
































































































































































































































































































































































































































































































数L=l0＋l1Y+l2rと い う の
も経済学が想定するように、
利子率に右下がりで所得に
右上がりになっていますよ
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と現実のデータで示すことで納得してもらっています。日本銀行が実際ど
んな活動しているかは、その貸借対照表の中の資産側と負債側を見ればわ
かります。実際金利はそれに応じてどう変化しているかを見てもらって日
本銀行の政策意図と現実の
関連はどうなっているかを
見てもらえばいいと思いま
す。
第三番目の労働市場です
けれども、今話題の雇用と
賃金がどう決まるのか、失
業がどうして発生してくる
のかということは皆さんの
関心事だと思うので、そう
いう話をしています。
海外との取引を考えると、
為替レートとか、国際収支
が非常に大事だということ
なので、国際収支表はもと
もとどういう項目からなっ
ていて、日本の特徴はどう
なっていて、何が問題なの
かを話し、さらに理論的に
はY国内、Y海外と書いてあ
りますが、これが一般的に
はかい離しています。ここ
にさらにYFというのがあっ
49
て、3つのYが必ず一致するなんていうことはほとんどないということで
す。国際収支を均衡させるY海外と国内の経済規模が決まるY国内と、いわ
ゆる完全雇用国民所得水準YFというものが自動的に3つ一致するメカニ
ズムというのが経済の中にはないので、どうしたらいいのでしょうか、と
いうようなことを我々が考えなくてはいけない。ここにｅと書いてありま
す。これは為替レートです
が、非常に重要な役割を果
たすということも言ってい
ます。
2年生、3年生になると
個々の市場を全部一緒にし
て、5つのグラフを駆使して
マクロ経済学全体を学ぶこ
とが目標です。先ほどの財・
サービスの市場と金融の市
場と労働の市場を理解でき
たら、残りの二つは2年生
になって勉強します。
その後政府が財政政策を
とると、国民経済全体に政
策効果がどんな風に伝わっ
ていくかが理解できるということです。重要なことは国民経済全体に伝
わっていくときに、本当にそれが伝わるのか伝わらないのかということを
知ることが重要です。理論としてはこうなるということと、現実はどうか
ということは非常に違うので、そういうことを勉強するのが重要だと思い
ます。財政政策によって経済への波及経路はE1からE2、E2からさらにE3
に動いていく。実際に及ぼす効果がどうなるかという全体像をきちんと理
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解できるということです。
その次の金融政策の話で
すけれども、今、日本銀行
はマネーサプライを増やし
なさいよと言われていま
す。そうすると経済の中で
どういうことが起こるかと
いうと、まず金利が下がり
ます。そうすると民間の投
資が増えます。そのことで、
所得がY1のところまで増え
ます。ただ供給サイドの事
も考えないといけないので、
物価が少し上がります。そ
して最終的にはＥ3という点
で落ち着きます。Ｅ0からＥ1
に本当に下がるのか、Ｅ1か
らＥ2に、Ｅ2からＥ3へ本
当に波及して行くのか。今度は今の日本経済がどうなっているのかという
ことを理解することで、ここで言った理論的なことがそのまま現実の経済
に妥当するのかどうかとい
うことを検証することが重
要になってくると思います。
私は別に市場原理主義者
ではないですけれども、経
済政策という科目では市場
51
機構について理解することが非
常に大切です。マーケットには
価格があり家計はこの価格を見
て、自分の満足度を高められる
ように財を需要し、労働を供給
します。そして企業は利潤が最
大になるようにと財を供給して
労働を需要します。そうすると
家計と企業の需要と供給がマー
ケットでぶつかります。マー
ケットでぶつかることで均衡の
生産量とか雇用量が決まって、
同時に価格が決まります。これ
が市場機構といわれているもの
で、価格がパラメータになって
いて、最終的には元に戻って価
格が決まるということであり、
この中では皆が満足していると
いうことです。こういうものを
どう評価するかということが経
済政策で、市場というのはそれ
なりの役割を果たしていて、政
府はあまり余計なことをしない
方が良いですよ、というような
ことを経済政策の授業では説明
しています。
家計の需要関数をどう導くとか、企業の供給活動はどうなっているか
を学んで、そして授業で一番難しいのは次の単語を教えることです。「資
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源が効率的に配分されている
というのはどういうことなの
か」という事を教えるのは
非常に難しくて、これを私た
ちは、ボックス・ダイアグラ
ムという図を使って説明しま
す。消費者1と消費者2の二人
がいて、ふたりとも満足度が
高まるのがこういう契約曲線
の上にいるときなんだという
話をして、契約曲線というの
は各々の人が自分の満足度を
高めるという行動をとってい
る限りは自動的に達成できる
んですよということを教えて
います。
また、市場経済の評価とい
うものも、余剰という概念で
見ましょう、面積の大きさと
いう目に見える方法で測りま
しょうということもやってい
ます。
需要関数というのは、価格
に応じて家計が消費量をどう
決めるかを表しますが、そう
するとこの需要関数は逆に（限界）評価関数として、ある消費をするには
これだけの価格を支払っても良いと見ることもできます。私が今飲んでい
るコーラですが、1本目のコーラは200円出してもいいけれども2本目は
53
100円しか出したくないとか、
3本目はもう飽きているからお
金を出して買いたくない、そん
な考えと同じです。
供給関数も、企業はある生産
をするのに価格に応じてどれ
だけ生産をするかということを
表していますが、逆の見方をす
ると、（限界）費用曲線として、
それだけの生産をするのにどれ
だけのコストがかかるかという
ことを示しています。
消費者は20円で2単位のコー
ラを飲んだ時の総評価から、実
際払う額を除いた部分を消費者
余剰といいます。企業のほう
も20円で2単位のコーラを売る
と、収入から実際に要したコス
トを除いた部分が生産者余剰＝
利潤として残ります。
そして、この両者を合計した
社会的総余剰の大きさは、完全
競争市場の場合、他の市場形態
よりも大きい、つまり、資源が効率的に配分されているんですよというこ
とを経済政策の時間では言っています。例えば、価格を安くすると経済的
にもっと良くなるのかというとそうではない。安い価格ですと結局生産は
1しか行われない。10円の時に3を生産する人はいないわけです。結局ダ
フ屋さんに30円払うか、安い価格のままでは1しか消費できないというこ
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となので、完全競争の場合
と比べると社会的総余剰は
小さくなります。価格を安
くすれば経済的に良くなる
と思うのが、現実にはなら
ないということを示してい
ます。旧ソ連とか中国で価
格を安くしているというこ
とは結局行列ができて並ぶ
だけのことで、かえって国
民経済的には良くないとい
うのが普通の経済学の常識
です。
次にもっと面白い話で、
ＴＴＰの話を取り上げて
います。Ａ国は日本でＢ国
はアメリカで、図の上にあ
る第1財は自動車で図の下
にある第2財は米だとする
と、今、自動車で国際価格
30だと日本ではもっとたく
さん生産が増えて輸出でき
ます。それに対してアメリ
カでは生産はコスト的に合
わないので、自国の生産は
縮小して輸入が増えるとい
うことになる。逆にコメに
ついては、国際価格40で
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は日本では生産を縮小して輸入、アメリカでは生産を拡大して輸出した方
が良い。これが本当に世界全体にとっていいことなのでしょうかというこ
とになって、先ほどの余剰概念で考えると、自由貿易後の余剰（三角形）は、
貿易前の余剰（三角形）より大きくなるということです。
ということで、国内的にまず完全競争市場というのは望ましいし、国際
的な意味でも財・サービスというのは自由に流れることが望ましいという
ようなことを経済学では教えているということです。
こんな常識を学生に教えながら、講義では技術進歩をうまく使うことで、
言葉で話すことをそのままアニメーションやグラフにして、比較優位と
か特化とか貿易の利益とかいうものを目に見える形で理解してもらいまし
た。
最後に少しゼミの話をし
ます。ゼミでは、先ほど話
しましたように基礎をしっ
かり学ぶ。そこから1歩先
を行く技術、手法、理論を
修得するという活動を行っ
ています。
そういう意味で2年生で
はミクロ経済学とマクロ経
済学の理論的分析手法を習
得し、計量経済学と統計学、
パソコンを使って実証分析
の手法も身に着けて、過去
に出ている論文を再現でき
る能力を修得するところま
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で指導しています。
その次のステップに入っ
たら、目の前の現実をよく
知る、それをどうしたら解
決できるかということを考
えるということで、目の前
の現実があって課題解決の
ための理論、これについて
は学部学生レベルでは課題
解決のための理論構築まで
は独力で行うことは難しい
ので現実に合うような先行
研究を援用して、論文を作
成させる。また、こういう
ことは一人ではなかなかで
きないからグループで勉強
したらどうですかというこ
とを3年次でやって、自己
満足に陥らないため横浜市大の外で、30弱大学、60強ゼミ、800名余の学
生が参加している日本政策学生会議ISFJ（http://www.isfj.net/）で発表
させる。4年生の時は卒論を各自でしっかり書いてもらう。
特に私が管理職をやっていた時代にはあまりゼミの面倒を見られなかっ
たのですが、それでもゼミ自体は円滑に運営して？（ないしされて）いま
した。それは、ゼミの中で3年生に2年生の面倒を見させるというシステ
ム（先生は4泊5日、学生には1泊5日の合宿を含む）があります。すると、
その輪が前後の学年につながって、最後は王朝ができるといいますか、親
ができて子ができて孫ができておじいちゃんおばあちゃんができるという
様な学生間の自律的なつながりと王朝間の競争ができてきます。これが私
57
自身が仕事をやらないで済むコツだということに気が付きました。たぶん
理科の先生達なんかもそんなことをやっておられると思いますけれども、
連綿としてやっていくことが重要です。
先ほど述べましたが、実証分析の手法を修得するために4泊5日でゼミ
合宿をやっています。この最終講義の前にＯＢが研究室に駆けつけてきて
話をしたのですが、実証分析をやるのに昔は電卓でやっていた時期があっ
て、それが今は一人一台ずつノートパソコンを持っている状況でできる。
技術の進歩を採り入れればやれることも増えるし、逆に問題点もあるとい
うことです。電卓でやっていた時にはどういう風に計算すればいいかを自
分で学ばなければならないですが、今は逆にその部分はPCに委ね、結果
が出てきたらそれをどう読むかということだけをやっている、ということ
になって、どちらが良いかよくわからない。
先ほどＯＢがたくさん来たと言いました。ゼミ室の中に卒論集を並べて
おいたのですけれども、みんな自分の卒論を見るのは恥ずかしがっていま
した。中身でなく、形式です。ワープロでなく、手書きで書いていた時期
もあったということです。
最近は海外フィールドワークを実施しています。海外フィードワークは、
大学に資金的にサポートしてもらって日本企業が海外にどう進出している
かとか、海外の学生たち
はどういう風に学習・研
究に励んでいるかとか
を学んでいます。一番
ショックだったのはこの
真ん中の下の写真です。
これわかりますか？この
写真に写っているのは幼
稚園とか小学生です。こ
「最終講義：個人の役割、市場の役割、政府の役割」
58
横浜市立大学論叢社会科学系列　2013：Vol.64　No.3
の写真のこちら側が中国で、向こう側が香港。深圳の中国人も非常に豊か
になってきて、自分の子供を香港の幼稚園とか小学校に通わせて、グロー
バルな人材に育てようとしているということです。それに対して逆に香港
の人たちは、香港の地価は非常に高いので深圳に住んで、我々と同じよう
に1～ 2時間かけて香港に通う人がいるということです。中国もここまで
成長してきたというか、一部の人はこんな生活をしているということです。
このようにゼミ生といろいろな活動をしていますが、大学にとっても非
常に大切なことだと思うのは、我々はいろいろなストックを持っている。
卒業生とかゼミ生というストックをたくさん持っていて、そのストック
と我々とがうまくつながるといろいろなことができるのじゃないかなとい
うことです。今フェイスブックをやっていて、ゼミ生全員で卒業生も含め
て440人位いるうちの180人位とフェイスブック上ですぐ連絡が取れます。
そうすると瞬時にお互い話すことができて、今日もたくさん来てもらって
いるのはたぶんそういうことがあって、70人くらい来てもらっていますし、
この前のＯＢ会にも120人位
出席してもらいました。今
まではOB会にしてもただ年
に1度「懐かしいね」という
ことでやっていたんですが、
そうじゃなくて瞬時にもっ
とお互い（仕事）同士をつ
なげることもできるんじゃ
ないでしょうか、というこ
とです。
さて、ここにある業績書は前に退官した人の分類を見て書いたものです
けれども、私の特徴が出ていると思います。どのような事かと言いますと、
先ほど話しましたように私が学んだ5つの事があって、研究面では、純粋
59
な理論よりは応用というか、日
本の現状を踏まえた制度政策が
どういう効果波及経路と有効性
を持っているのか、そのような
事を研究してきました。
あるいは、年齢に応じた研究
方法があるということ。初めは
単独でやり、だんだんと共同研
究をやる。それからプロジェクトも自分はその中で一研究員として参加す
るというところから、自分自身がプロジェクトを作り、組織として成果を
上げていく、そういうことを実施するようになりました。最近は人と人を
つないで自分はあまり仕事をしないで成果を出そうというようなことを考
えていて、報告書をたくさん書
いていたり、座談会をたくさん
やっていろいろな人を相互に交
わらすことで新しい知見を出そ
うとか、あるいは今大事なこと
は何ですかという事を簡単に書
いて、今の注目点みたいなもの
を発信する。そんなことも非常
に大事なことと考えて実行して
います。
学会活動については、当初は
旧理論計量経済学会（現日本経
済学会）、その後より専門性の高
い金融学会、財政学会に入りま
した。また、横浜で国際エイズ
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大会を開催したのに合わせ、横浜市民のエイズに対する意識・知識・行動
を本学の商学部・医学部の先生方と共同研究し、国際学会で発表したり、
社会学会で発表しました。現在では、前にも述べましたが学際的・総合的
に研究するという立場と、企業・行政でなく生活者・消費者の立場からと
いう視点から生活経済学会で活動しています。
学内業務は先ほど紹介していた
だいた通りです。結構苦労しまし
たけれども、苦労したことの一番
大きな原因は中間管理職という立
場だったということで、上と下と
をまとめていくのは、組織の中で
は非常に大変な役割だと自覚し、組織をどう動かしたらよいかということ
についてよい経験をしたということです。
地域貢献と社会貢献ということ
については凄く関心があって、審
議会とか研究会に出るだけではな
くて、最近では企業と大学との間
の包括協定をお手伝いさせていた
だいたり、あるいは産学連携のお
手伝いをしたり、受託研究を採る
ことで、それを還元していくことも行っております。これも年齢とともに
成長するとか、分析対象は目の前にあるとか、現実があって課題解決をし
たということと関連した活動です。
それから最後に巻頭言シリーズですけれども、これ自体は信金中央金庫
のホームページの中の信金中金月報に記載してあります。（http://www.
61
scbri.jp/geppo.htm）
時間的にはちょうど良いでしょうか。中條先生が先程から私の顔を見て
いるので。
つまらない話をあっちへ行ったり、こっちへ行ったりしながらやってき
ましたけれども、言いたかったのは何かというと、私にとっての5つのポ
イントを、皆さんのサポートを得ながら、できるだけ出そうというような
形で講義をしてきましたということであります。
どうも長い間ありがとうございました。
＊本稿は、2013年1月30日に、横浜市立大学（八景キャンパス）カメリア
ホールで行った「最終講義」の内容を活字にしたものです。実際の講義
の内容とは多少異なっています。最終講義の開催を準備していただいた
関係者の皆様、ご多忙の中ご出席いただいた皆様に心からの御礼の言葉
を述べさせていただきたく思います。
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